
大阪府市町村防災対策協議会自主防災組織育成部会 

自主防災会長 谷 秀夫 

自主防災組織リーダー 
育成研修先進事例紹介 

防災マップ「ちょっとプラス」 

四條畷市上田原区の取組み 

平成２９年１０月２６日 

大東市総合文化センター 

平成２９年１２月１日 

大阪府庁 新別館南館 



 説 明 項 目        

１ 上田原地区防災マップ作成と運用目的 
２ 上田原地区の現況 
３ 防災マップ作成の概要 
 ・国土地理院「電子国土Webシステム」の活用 

 ・避難集合場所の設置 
４ ちょっとプラス           
 ・ＳＮＳの活用 
５ 防災マップ作成及びちょっとプラスの成果 
６ 今後の課題  
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作成に至った経緯 

上田原地区は大丈夫か? どうやって守る? 

地区防災マップ 

を作ろう 

ＳＮＳを活用して 

情報共有・コミニ 

ュティ向上 

上田原地区の防災力を向上 

個人的防災事情 

・自主防災会長に 
 指名された 

上田原地区の防災事情 

・７カ所の土砂災害特別警戒地区の存在 
・雨による擁壁崩壊での住家の全壊発生 
・大きな災害に遇っていない住民の安心感 

全国的防災事情 

・驚異的な降雨による水 
 害・土砂災害の多発 
・発生確率の高い南海ト 
 ラフ地震の脅威 

・防災に対する意識の喚起の必要性 
・住民の防災に関する情報の共有 
・上田原地区のコミュニティ向上 

２ 



上田原地区防災マップ作成・運用目的 

１.上田原地区の防災マップを区民主体で作成 
 
２.上田原区のハザードや防災時活用施設の確認と共有 
 
３.災害発生時の住民協力等の認識を共有する 
 
４.ＳＮＳを活用し(まず利用環境を整えた) 
   ・地区住民への災害情報の共有 
   ・平時からのコミュニティの向上 
 
５.総合的な上田原地区の防災力を向上させる 
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上田原地区の現況 
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上田原区組織 
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上田原区土砂災害防止法区域 指定状況図 

７ 

平成27年３月 

土砂災害による 

民家倒壊 

（大阪府枚方土木事務所作成） 
大阪 2013年8月2,052件 

    2017年7月7.758件 

全国の状況 

 
 
 
 
 
 
 
著作権の関係上、 
ホームページでは掲載していません 
 
 
 
 
 
 



防災マップ作成の概要 
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地区防災マップ作成協力関係 
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地図作成に主
として協力頂
いた組織 
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地区防災マップ 
作成協力 

周知徹底 住民の同意 
 協力 

作成協力要請 



上田原地区防災マップ作成会議推進状況 

２０１６年１１月５日 

第１部：四條畷市危機管理課より 

             上田原区各団体代表参加 (７団体) に                                                                          

防災マップ作成のレクチャー受講。 

第２部：今後の進め方・担当役割を決める。 

２０１６年１２月１日 

各団体代表者会議。 

各団体での問題定義の調整会議 

各団体のより提出の注釈を防災マップへの記入。 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

２０１７年３月 上田原全世帯に配布 

          

２０１６年１１月２９日 

子供会会議 

①通学路の安全性について 

②ＳＮＳでの情報発信と情報共有のあり方について    

     意見交換    

分科会  上田原区１１月１２日・消防団１１月１９日 

    老人会１１月２２日・土地改良区１１月２４日     

１０ 



地区防災マップ作成会議での意見と対策 

１１ 

・地域が広範囲で紙の地図では大きすぎる。 
・修正を重ねる事に紙面が見にくくなる。 
・地区各団体からの記入情報が集約ができない。 
・各世帯に配布するための印刷コストの考慮。(A3サイズ) 
・作成会議の開催回数と時間の短縮による役員の負担軽減。 
・大きな災害が発生した場合の相互の助け合いや、情報共有が 
 必要ではないか? 
・ＳＮＳを活用して、情報発信や情報共有できないか? 

対策 

① 電子地図の活用 
② 上田原区の防災体制(発災当初の住民の行動や活動拠点等) 
  の見直し・再検討 
③ 上田原区ホームページのさらなる充実と活用 



 国土地理院「電子国土Webシステム」での作成 
               枚方土木事務所より情報提供 
 

・記入・修正が容易にできた 

 (防災環境の変化に伴うタイムリーな更新が可能) 

・デジタル処理にため鮮明な図形文字処理ができた 

・ネット上で共有し、各家庭で作業ができ、会議回数
や会議時間を短縮できた。 

・ホームページ上に公開し、いつでも、だれでも、閲
覧可能となった 

 

 １２ 

対策 その① 



国土地理院「電子国土Webシステム」 

編集ツールで地図に記入出来る 

１３ 



上田原地区防災マップ 

 

１４ 



ちょっと参考までに･･･ 

国土地理院のデータで印刷・ホームページに掲載の場合は、
国土地理院へ申請必要。 

自治会 国土地理院 測量成果の複製承認申請書 

測量成果複製承認書 自治会 国土地理院 承認 

申請 

１５ 



対策 その② 

１６ 

自治会内の防災体制(発災当初の住民の行動や活動拠点等)の
見直し・再検討 

・各垣内の避難集合場所に集合 

・各垣内区民の安全確認（要支援者最優先） 
・避難集合場所への上田原区消防団巡回 

・各垣内ごと上田原区公民館へ移動 

・災害対策本部は上田原集会所に置く 

・四條畷市指定避難所との連絡連携 

下記の項目を上田原区民に周知徹底をした。 

※ 避難集合場所とは･･･ 
 一時避難や地区住民が 
被害の状況を共有したり 
救助活動等の協力を確認 
するための場所 
個人の駐車場や空き地を 
調整し、協力を得た 

災害時の心がまえ 



１７ ※ 地区住民の方に、ご理解と多大なご協力をいただきました 



避難集合場所プレートの明示 

１８ 



ち ょ っ と プ ラ ス 

S N S と の 活 用 

１９ 

･･･地区防災マップはもとより、地区の防災活動を 
 
より活発にそして幅広く周知するために･･･ 



・上田原区ホームページ（上田原区内 情報共有）  

・ツイッター（緊急時の情報共有） 

・ＳＮＳの活用(誰でも気軽に使える環境整備) 

上田原区ホームページ計画案を、子供会の分科会に発表した。 

・非常に関心を示して頂き、参考になる意見が多く、内容についても提案頂いた。 

２０ 

対策 その③ 



上田原区ホームページトップ「掲示版」 

上田原区からの
お知らせ 

２１ 

ツイッターへリンク 



上田原区ホームページ「災害時（ブログ）」 

  災害時ブログ 

   ・だれでも記入できる 

   ・項目の自由編集 

   ・削除権限を掲示 自由に書き込みできる 

記入例 

２２ 



上田原区ホームページ「災害について」 

 災害についてのメニュー 

上田原区防災マップ 

新潟市の取り組みの紹介 

２３ 



上田原区ホームページ「上田原区について」 

 上田原区についてのメニュー 

２４ 



上田原区ホームページ「四條畷市役所」 

四條畷市役所 

ホームページに 

リンクします。 

２５ 



上田原区ホームページ「田原の歴史」 

２６ 



防災マップ作成及びちょっとプラスの効果 

 防災マップの作成とＳＮＳを連携させた 

      (誰でも利用できる環境を整えた)ことにより 

１ 住民意識の向上 

 ・地区の防災に対する住民の意識の向上が図られた 

 ・地区内の各組織との防災について連携を確認できた 

２ 地区の防災体制の充実 

 ・区民の垣内別避難集合場所を設定と認識共有 

  (発災時の個人の所有地等の開放等住民協力を得られた) 

 ・活動拠点の明確化、本部を上田原区公民館に設置 

３ 地域のコミュニティ向上 

  ・日常の上田原区内の情報共有が向上(アクセス数アップ) 
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地区の防災力向上のための今後の課題 

1.防災マップやＳＮＳを活用した訓練の実施 

               (段階的な充実) 

 

2.定期的又は必要に応じたホームページの充実・整備 

 

3.高齢化の進んだ地区(60歳以上の人口約４４％)であり、 

  防災力を維持・向上させるための人の育成 

       (特に地区を引っ張っていくリーダーの育成) 

 

4.地区の行事等と連携した防災訓練の計画による継続実施 

 

5.地区住民への防災啓発の継続 

 ２８ 



お わ り 

ご清聴、ありがとうございました。 


